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西日本支店長会

事 務 局 だ よ り S e c r e t a r i a t  n e w s l e t t e r

江崎グリコ株式会社
九州エリア支店
エリア支店長

山本 雅文氏
（福岡県出身）

株式会社
シロヤパリガン
福岡支店長

幸村 正浩氏
（熊本県出身）

ホテルモントレ株式会社
ホテルモントレ ラ・スール福岡
取締役総支配人

杉本 和夫氏

JR西日本不動産開発
株式会社
取締役福岡支社長

濵根 祥浩氏
（兵庫県出身）

日本たばこ産業
株式会社
九州支社長

池﨑 順二氏
（東京都出身）

前任者 加藤和人氏は全国たばこ販売協
同組合連合会 調査役＝東京都＝へ

会員異動

西日本支店長会5月例会

日　時：5月14日（火）　12時～13時30分
講　師：fabbit代表取締役社長  田中 保成氏 
演　題：未定
会　場：天神スカイホール

西日本支店長会・パートナーズクラブ 合同ゴルフ会

日　時：5月25日（土）
　　　　8時26分アウト・イン同時スタート
場　所：福岡カンツリー倶楽部 和白コース
　　　　福岡市東区上和白1318-1
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新
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
西
日

本
会
の
祝
賀
会
が
１
月
21
日
、福
岡

市
博
多
区
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
西
日
本
会
２
０
１
９
新
年
祝
賀

会
」に
参
加
し
た
の
は
、西
日
本
支
店

長
会
、パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、西
日

本
政
経
懇
話
会
、地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
佐
世
保
・
玄
海
）の
会
員
約
２
５
０

人
。

　

会
場
受
付
で
エ
プ
ロ
ン
を
身
に
付

け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
新
年
祝
賀
会
で
す
。

エ
プ
ロ
ン
の
色
は
、西
日
本
支
店
長
会

が
オ
レ
ン
ジ
、パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

は
グ
リ
ー
ン
、西
日
本
政
経
懇
話
会

と
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
イ
エ
ロ
ー
、そ

し
て
西
日
本
新
聞
社
と
そ
の
グ
ル
ー

プ
会
社
が
ホ
ワ
イ
ト
。エ
プ
ロ
ン
の
胸

の
と
こ
ろ
に
企
業
名
と
氏
名
を
書
い

た
紙
を
貼
っ
て
い
る
の
で
、初
対
面
で

も
気
軽
に
あ
い
さ
つ
や
情
報
交
換
が

で
き
る
と
好
評
で
す
。

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

祝
賀
会
で
は
、ま
ず
西
日
本
会
を

代
表
し
て
西
日
本
会
会
長
の
松
尾
新

吾
氏（
九
州
電
力
特
別
顧
問
）が
あ
い

さ
つ
。

　
「
エ
プ
ロ
ン
に
会
社
名
と
名
前
と
い

う
の
は
ア
イ
デ
ア
が
い
い
」と
述
べ
た

後
、「
西
日
本
会
に
所
属
す
る
四
つ
の

団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
が
あ
り
、そ

れ
ぞ
れ
に
横
の
広
が
り
が
あ
る
の
が

魅
力
。合
同
例
会
と
い
う
形
で
著
名
な

講
師
を
呼
ぶ
の
も
素
晴
ら
し
い
」と
語

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
西
日
本
新
聞
社
代
表
取
締

役
社
長
の
柴
田
建
哉
氏
が
あ
い
さ
つ
。

「
新
聞
の
生
命
線
は
質
の
高
い
報
道

と
、地
域
の
役
に
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を

提
供
す
る
こ
と
。地
元
の
価
値
、魅
力

を
高
め
る
こ
と
を
絶
え
ず
考
え
て
い

く
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会

長
の
芦
塚
日
出
美
氏（
博
多
座
取
締

役
相
談
役
）が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、

会
場
は
一
気
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

中
締
め
は
、博
多
祝
い
唄
と
博
多

手
一
本
で
す
。

　

博
多
祝
い
唄
は
、１
番
が
西
日
本
支

店
長
会
副
会
長
の
前
田
隆
氏（
梓
設

計
常
務
取
締
役
執
行
役
員
九
州
支
社

長
）、２
番
を
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

副
会
長
の
伊
藤
明
氏（
日
本
製
紙
九

州
営
業
支
社
長
）、３
番
は
西
日
本
新

聞
社
取
締
役
営
業
本
部
長
の
大
久
保

昭
彦
氏
。会
場
の
参
加
者
も
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。

　

博
多
手
一
本
は
西
日
本
支
店
長
会

副
会
長
の
徳
田
瑞
穂
氏（
ジ
ュ
ピ
タ
ー

テ
レ
コ
ム
常
務
執
行
役
員
九
州
山
口

ブ
ロ
ッ
ク
長
）が
入
れ
て
、新
年
祝
賀

会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
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例会Report
　「最近の金融経済情勢について」
　日本銀行 福岡支店長　宮下 俊郎氏

関西OB会

九州人奔る

事務局だより
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今日はちょっと違う視線で

昨年十月から家族の都合で父と二人暮らし

最近は家事中心にしているけど、ここ数日続けてお仕事へ

仕事から家に帰るとコンビニの海藻サラダとお弁当と王禄が!!
なんじゃこの組み合わせ

昨夜から父が「明日は職場からお弁当二個貰う(父と私の分)から夕飯
いらないよ！」と張り切って何回も言ってくれていたので、一品だけ
気持ちばかりの煮物作ってちゃんと夕飯の支度せず仕事に…

そしたら、１週間お弁当の日間違えていたと父「お前帰って来て
何もなかったらいかんから」とお弁当買ってきてくれていた

「有り難う～」と言って、流し台にある乾いたお皿を棚にしまっていると

父が食べ終わったお皿下げてお皿洗いなんてしたことないのに!
油の付いたお皿を水洗いして、乾いたお皿の上に伏せていく
あっ！アハハ…
精一杯気を使ってお手伝いしてくれているんだろうなぁ～と
思うと何も言えない

父が自分の部屋に行った後にお皿そそくさと洗い直しました(笑)

ゴミ箱みたらカップラーメンのカップが!!
んが～多分昼御飯カップラーメン食べていたのか…申し訳ない

期間限定、父との二人暮らし
今しかないんやから、出来るだけのことしよ～っと
気持ちを改めるきっかけになりました

でも、コンビニ弁当は頑張ったけどやっぱり食べられない

なにが言いたかったかというと

お互いの気持ちや思いはあるけどうまく伝わるかどうかはわからない

だけども、暖かい気持ちでの行動は思いが伝わり
ほんわか出来るのだけは間違いないなってことです♥

些細だけど大切な日常

こっちも大事

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　（大国チオナ）

いのちにアリガト○51
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例会 Report

我
が
国
の
景
気
は

緩
や
か
に
拡
大

　

日
銀
は
３
カ
月
に
１
回
、経
済
に
関

す
る
展
望
レ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
お
り
、

直
近
は
１
月
末
に
景
気
判
断
、経
済
の

情
勢
判
断
を
行
い
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
景
気
は
、所
得
か
ら
支
出

へ
の
前
向
き
の
循
環
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働

く
も
と
で
、緩
や
か
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。た
だ
し
、緩
や
か
に
と
い
う
形
容
詞

が
付
い
て
い
る
よ
う
に
、拡
大
の
右
肩

上
が
り
の
テ
ン
ポ
は
緩
や
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。物
価
に
つ
い
て
は
、消
費
者
物

価（
除
く
生
鮮
食
品
）の
前
年
比
は
、０

％
台
後
半
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
先
行
き
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
見
通
し
期
間
を

通
じ
て
、拡
大
基
調
が
続
く
と
見
て
い

ま
す
。基
調
と
い
う
表
現
は
、多
少
の
振

れ
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
使
い

ま
す
が
、均
し
て
み
る
と
拡
大
す
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
見
通
し
の

リ
ス
ク
要
因
と
し
て
は
、大
き
く
分
け

る
と
四
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
海
外
経

済
の
動
向
で
あ
り
、こ
れ
に
は
米
国
の

マ
ク
ロ
政
策
運
営
、保
護
主
義
的
な
動

き
の
帰
趨
、新
興
国
・
資
源
国
経
済
の

動
向
、英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
の
展
開
、

産
油
国
な
ど
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
も
あ

り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影

響
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
政
策
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
た
め
、大
き
な
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
は
出
な
い
の
で
は
な
い
か
と

見
て
い
ま
す
。こ
の
他
に
企
業
や
家
計
の

中
長
期
的
な
成
長
期
待
と
、財
政
の
中

長
期
的
な
持
続
可
能
性
に
対
す
る
信

認
を
リ
ス
ク
要
因
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
〜
20
年
度
に
か
け
て
の
物

価
見
通
し
を
見
る
と
、昨
年
10
月
時
点

と
足
元
を
比
較
す
る
と
、19
年
度
の
消

費
者
物
価
指
数（
除
く
生
鮮
食
品
）の

前
年
度
比
は
、消
費
税
率
引
き
上
げ
と

教
育
無
償
化
政
策
の
影
響
を
除
い
た
ベ

ー
ス
で
、10
月
時
点
の
＋
１
・
４
％
か
ら

＋
０
・
９
％
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。こ
の
要

因
は
原
油
価
格
の
下
落
が
主
因
で
す

が
、20
年
度
は
こ
の
影
響
が
剥
落
す
る

こ
と
を
見
込
ん
で
、１
％
台
半
ば
の
物

価
上
昇
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
期
間
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
見
通
し

を
見
る
と
、18
年
度
は
、夏
場
の
西
日

本
豪
雨
等
の
自
然
災
害
の
影
響
か
ら
、

10
月
時
点
の
＋
１
・
４
％
か
ら
＋
０
・
９

％
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。19
年

度
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
政
策
対

応
の
充
実
等
に
よ
り
、10
月
時
点
の
＋

０
・
８
％
か
ら
＋
０
・
９
％
に
上
が
っ
て

い
ま
す
。今
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
自
然
災

害
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
、期
間
を
通

じ
て
潜
在
成
長
率（
０
％
台
後
半
）並
み

の
成
長
軌
道
は
維
持
で
き
そ
う
で
す
。

　

日
銀
は
物
価
安
定
の
目
標
と
し
て
２

％
の
物
価
上
昇
を
達
成
す
べ
く
努
力
し

て
い
ま
す
が
、２
％
へ
の
到
達
は
21
年
度

以
降
に
な
る
と
見
て
い
ま
す
。

　

物
価
安
定
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、

日
銀
は
、需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
注
視
し
て
お

り
ま
す
。経
済
全
体
の
需
要
が
供
給
を

上
回
る
状
態
が
続
け
ば
物
価
は
少
し
ず

つ
上
が
っ
て
い
く
と
見
て
お
り
ま
す
が
、

15
年
半
ば
か
ら
は
そ
う
し
た
需
要
が
供

給
を
上
回
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、最
近
の
日
本
経
済
の
潜

在
成
長
率
は
１
％
を
若
干
下
回
る
水

準
に
あ
り
ま
す
。物
価
安
定
の
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、潜
在
成

長
率
を
徐
々
に
引
き
上
げ
る
こ
と
も
大

切
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、日
本
の
生
産

性
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。物
価
と
潜
在
成
長
率
を
い
か
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
の
成
長
率
は
、先
行
き
数

年
間
は
過
去
約
30
年
間
の
平
均（
３
・
５

％
）並
み
は
維
持
で
き
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、足
元
は
少
し
下
方
修

正
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
要
因
は
、米
中

の
貿
易
問
題
で
す
が
、そ
れ
で
も
平
均

的
な
水
準
の
経
済
成
長
は
達
成
で
き
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設
備
投
資
は
右
肩
上
が
り

　

日
本
の
実
質
輸
出
入
を
地
域
別
に

見
る
と
、米
国
や
欧
州
は
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、中
国
が
横
ば
い
傾

向
に
な
っ
て
き
て
い
る
ほ
か
、Ｎ
Ｉ
Ｅ

ｓ
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
輸
出
が
鈍
化
し
て

き
て
い
ま
す
。財
別
で
明
ら
か
に
勢
い
が

落
ち
て
い
る
の
は
、ス
マ
ホ
等
の
電
子
部

材
な
ど
の
情
報
関
連
、ロ
ボ
ッ
ト
や
半

導
体
製
造
装
置
と
い
っ
た
機
械
類
で

す
。こ
れ
ら
は
九
州
か
ら
ア
ジ
ア
各
国

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
主
力
商
品
で
あ

り
、輸
出
の
勢
い
が
数
量
ベ
ー
ス
で
落
ち

て
き
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
輸
出
の
数
量
が
大
き
く
減
っ

た
の
は
、１
９
９
５
年
か
ら
約
20
年
間
の

中
で
４
回
あ
り
ま
し
た
。一
つ
目
が
97

年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、二
つ
目
は
２

０
０
１
年
の
世
界
的
な
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩

壊
、三
つ
目
は
08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、四
つ
目
は
09
年
の
ギ
リ
シ
ャ
の
債

務
問
題
に
端
を
発
す
る
欧
州
債
務
危

機
で
す
。

　

こ
う
し
た
局
面
で
は
、い
く
つ
か
の

特
定
の
指
標
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
ま

す
。今
回
は
、今
の
と
こ
ろ
そ
う
し
た
指

標
が
あ
ま
り
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。た

だ
し
、米
中
貿
易
摩
擦
の
影
響
は
、交

渉
の
行
方
が
分
か
り
づ
ら
く
先
行
き
が

読
め
な
た
い
め
、今
後
ど
う
推
移
す
る

の
か
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
鉱
工
業
生
産
と
企
業
収
益

は
、均
し
て
見
る
と
右
肩
上
が
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。た
だ
、こ
の
と
こ
ろ
売
上

高
営
業
利
益
率
の
上
が
り
方
が
鈍
く

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、人
件
費
や
原

材
料
費
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
等
に
よ

る
も
の
と
見
て
い
ま
す
。

　

短
観
の
業
況
判
断
Ｄ
．Ｉ
．を
見
る

と
、２
０
１
８
年
の
水
準
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、改
善
ピ
ッ
チ
が
少
し
頭
打

ち
に
な
っ
て
き
て
お
り
、踊
り
場
の
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、右
肩
上
が

り
と
な
っ
て
お
り
、非
常
に
し
っ
か
り
し

た
状
態
で
す
。短
観
に
お
け
る
設
備
投

資
計
画
で
は
、今
年
度
は
発
射
台
が
高

く
、積
み
上
が
り
方
も
大
き
い
た
め
、直

近
ま
で
は
非
常
に
良
い
ペ
ー
ス
で
推
移

し
て
い
ま
す
。最
新
の
機
械
や
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、あ
る
い
は
自
動
化
、省
力
化
を

通
じ
て
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を

経
営
者
の
方
々
が
強
く
意
識
さ
れ
て
、

積
極
的
に
投
資
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
る
よ
う
で
す
。

賃
金
が
世
代
間
調
整
に
よ
り

フ
ラ
ッ
ト
化

　

雇
用
者
所
得
は
、雇
用
者
数
が
増
え

日本銀行 福岡支店長

宮下 俊郎氏
みや した とし ろう

最近の
金融経済情勢に
ついて
　2012年12月から始まった日本の景気回復は、今年1月末
で74カ月となり戦後最長となりました。しかし、年平均の実
質国内総生産（GDP）成長率が1.2％と低いことから、景気拡
大の実感が薄いと感じている人が多いようです。
　西日本支店長会・パートナーズクラブ2月合同例会の講師
は、日本銀行福岡支店長の宮下俊郎氏。「最近の金融経済情
勢について」と題して、今回の景気回復を踏まえながら日銀
の経済情勢判断、経済活動と物価の現状と見通し、九州・沖
縄の経済情勢などを解説されました。　   （講演日：2019年2月8日）

世界経済の現状と見通し

業況判断D.I.の推移（2018年12月）
全産業（九州・沖縄、全国）
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め
、今
後
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

個
人
消
費
は
振
れ
が
あ
り
ま
す
が
、

九
州
は
他
地
域
と
比
べ
良
い
状
況
で

す
。九
州
の
特
徴
は
、百
貨
店
や
ス
ー
パ

ー
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
く
、消
費
を
引
っ

張
っ
て
い
る
の
は
、コ
ン
ビ
ニ
と
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
と
い
う
こ
と
で
す
。個
人
消

費
は
百
貨
店
と
ス
ー
パ
ー
で
判
断
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、九
州
で
は
、

コ
ン
ビ
ニ
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
動
向

も
重
要
で
す
。こ
れ
ら
を
含
め
た
売
上

の
動
向
を
見
る
と
、安
定
的
に
プ
ラ
ス

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、個
人
消

費
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、生
産
を
見
る
と

右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。全

国
と
比
較
す
る
と
、繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、九
州
は
全
国
に
比
べ
景
気
が

良
い
業
種
が
集
積
し
て
い
る
た
め
、全

国
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、今
後
の
九
州
経
済
を

み
る
上
で
の
留
意
点
に
つ
い
て
述
べ
ま

す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
見
る
と
、外

国
人
が
お
金
を
使
う
総
額
は
、緩
や
か

に
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
、こ
の

傾
向
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
好
調
な
関
西

よ
り
も
勢
い
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
の
宿
泊
場
所
は
、以

前
は
福
岡
中
心
で
し
た
が
、最
近
は
北

部
九
州
を
中
心
に
、大
分
県
、佐
賀
県
、

熊
本
県
な
ど
に
拡
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。す
な
わ
ち
、福
岡
一
極
集
中
型
か

ら
北
部
九
州
あ
る
い
は
九
州
全
域
へ
の

分
散
型
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
が
シ
フ

ト
し
て
い
ま
す
。

　

人
出
不
足
の
問
題
は
、こ
れ
ま
で

は
、全
国
と
比
べ
て
九
州
は
多
少
ゆ
と

り
が
あ
り
ま
し
た
が
、直
近
は
ほ
と
ん

ど
全
国
と
の
差
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。こ
れ
は
好
調
な
九
州
経
済
の
裏

返
し
と
も
い
え
ま
す
が
、深
刻
な
問
題

で
す
。テ
ナ
ン
ト
の
出
店
を
抑
え
る
と

か
運
輸
系
の
会
社
で
運
行
本
数
を
減

ら
す
な
ど
、事
業
拡
大
を
諦
め
る
話
が

九
州
の
一
部
で
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

対
応
と
し
て
は
賃
上
げ
が
考
え
ら

れ
ま
す
。こ
の
点
、福
岡
の
中
堅
・
中
小

企
業
で
は
、賃
上
げ
幅
が
全
国
に
比
べ

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
解
消
に
は
、省
力
化
投
資

な
ど
の
対
応
も
重
要
で
す
が
、九
州
に

お
け
る
製
造
業
の
設
備
投
資
額
は
２

年
連
続
で
前
年
比
約
３
割
増
え
て
お

り
、そ
の
中
に
は
、省
力
化
投
資
や
研

究
開
発
投
資
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

と
見
て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
度
は
製
造

業
の
中
堅
企
業
で
２
割
、中
小
企
業
で

３
割
投
資
を
増
や
し
て
い
ま
す
。投
資

の
波
が
大
企
業
か
ら
中
堅
・
中
小
企
業

に
及
ん
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

九
州
は
米
中
貿
易
問
題
な
ど
で
輸

出
は
厳
し
い
局
面
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

や
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
息
の
長

い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、経
済
は
こ
れ
ま
で
通

り
、全
国
よ
り
も
半
歩
、或
い
は
一
歩

進
ん
だ
形
で
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
確

信
し
て
お
り
ま
す
。九
州
経
済
が
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
、日
本
銀

行
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
情
報

発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

て
も
、１
人
当
た
り
の
賃
金
が
上
が
っ

て
も
増
え
ま
す
。労
働
力
率
を
見
る
と
、

直
近
５
年
間
で
急
速
に
上
が
っ
て
き
て

お
り
、雇
用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、１
人
当
た
り
の
賃
金
は
月
々

の
所
定
内
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
増
え
て

い
る
こ
と
を
主
因
に
、１
％
台
の
伸
び

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、パ
ー
ト
の
給
料
が
一
般
労

働
者
よ
り
増
え
て
お
り
、２
％
ぐ
ら
い

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、世
代
間
の
給
料
水
準
を
見

る
と
、フ
ラ
ッ
ト
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

若
い
層
、シ
ニ
ア
層
の
給
料
が
上
が
っ

て
、中
年
世
代
の
給
料
が
下
が
っ
て
い
ま

す
。実
際
に
一
般
・
所
定
内
給
与
の
変
化

率
は
、平
均
で
は
２
・
２
％
で
す
が
、30

代
後
半
か
ら
50
代
前
半
に
か
け
て
は
給

与
の
変
化
率
は
平
均
よ
り
も
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
。企
業
か
ら
見
れ
ば
従

業
員
全
体
に
支
払
う
給
料
を
そ
れ
ほ

ど
多
く
増
や
さ
な
い
で
、賃
金
カ
ー
ブ

を
フ
ラ
ッ
ト
に
し
よ
う
と
す
る
と
、中

高
年
の
給
料
の
上
げ
幅
を
削
る
こ
と
に

な
る
よ
う
で
す
。

　

世
帯
毎
に
み
る
と
中
年
世
代
で
も
総

所
得
は
そ
れ
な
り
に
増
え
て
い
ま
す

が
、社
会
保
険
料
や
税
金
の
負
担
か
ら
、

可
処
分
所
得
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、40
代
か
ら
50
代

は
、消
費
性
向
を
引
き
上
げ
て
消
費
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　

家
計
の
可
処
分
所
得
が
増
え
て
い
な

い
中
で
、全
体
の
消
費
を
増
や
す
に
は
、

売
り
手
サ
イ
ド
も
様
々
な
工
夫
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
物
価
指
数（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）は
、生

鮮
を
除
い
て
１
％
を
若
干
下
回
る
上
昇

率
で
す
。た
だ
し
、生
鮮
に
加
え
エ
ネ
ル

ギ
ー
ま
で
差
し
引
く
と
０
・
３
％
と
な

っ
て
お
り
、勢
い
が
弱
い
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。企
業
の
価
格
判
断
を
見
る
と
、

12
月
短
観
の
結
果
で
も
仕
入
価
格
判

断
Ｄ
．Ｉ
．が
販
売
価
格
判
断
Ｄ
．Ｉ
．

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。消
費
者
の

財
布
の
紐
が
堅
い
の
か
、売
り
手
側
の

競
合
が
厳
し
い
の
か
、要
因
は
色
々
あ

り
そ
う
で
す
が
、い
ず
れ
に
せ
よ
企
業

の
価
格
設
定
姿
勢
は
慎
重
で
す
。

　

ま
た
、予
想
物
価
上
昇
率
は
マ
ー
ケ

ッ
ト
参
加
者
、経
済
専
門
家
、企
業
、家

計
、ど
れ
を
と
っ
て
も
ほ
ぼ
横
ば
い
と

い
う
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、日
銀
は
名
目
金
利

を
引
き
下
げ
、人
々
の
物
価
上
昇
期
待

を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、実
質
金
利
を

引
き
下
げ
、投
資
や
消
費
を
促
し
経
済

を
活
性
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、２
％
の
物
価
安
定
を
で

き
る
だ
け
早
く
達
成
す
る
べ
く
取
り

組
む
中
で
、達
成
す
る
に
は
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。物
価
上

昇
に
対
す
る
否
定
的
な
姿
勢
は
根
強

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
状
況

に
お
い
て
も
、日
銀
と
し
て
は
需
要
が

供
給
を
上
回
る
状
態
を
で
き
る
だ
け

長
く
続
け
、そ
れ
に
よ
っ
て
物
価
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。金

融
機
関
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
副
作
用
に

も
配
慮
し
な
が
ら
粘
り
強
く
、で
き
る

限
り
早
期
に
２
％
の
物
価
安
定
の
目

標
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

九
州
・
沖
縄
の
景
気
は

全
国
よ
り
良
好

　

九
州
・
沖
縄
の
経
済
情
勢
は
、全
国

よ
り
も
半
歩
良
い
と
見
て
い
ま
す
。そ

の
要
因
は
、ロ
ボ
ッ
ト
、半
導
体
製
造
装

置
、電
子
部
材
、自
動
車
な
ど
、日
本
の

中
で
比
較
的
好
調
と
さ
れ
る
業
種
の

域
内
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
こ
と
で
す
。も

う
一
つ
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
が
相

対
的
に
日
本
の
平
均
値
よ
り
も
高
い
こ

と
で
す
。た
だ
し
、足
元
は
人
手
不
足

や
原
材
料
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
改
善

の
ペ
ー
ス
は
少
し
頭
打
ち
傾
向
で
す
。

　

九
州
は
こ
れ
ま
で
製
造
業
が
経
済

全
体
を
引
っ
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ

の
と
こ
ろ
は
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
非
製

造
業
が
経
済
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、観
光
を
中
心
に

景
気
が
良
い
那
覇
と
、製
造
・
非
製
造

業
と
も
好
調
な
福
岡
の
景
気
が
相
対

的
に
良
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

輸
出
も
堅
調
で
す
が
、直
近
は
や
や

弱
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
要
因
は
、

韓
国
向
け
輸
出
が
こ
こ
半
年
ほ
ど
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、中

国
向
け
が
鈍
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。中
国
向
け
は
今
の
と

こ
ろ
プ
ラ
ス
で
す
が
、直
近
は
数
字
が

落
ち
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た

1964年埼玉県生まれ。88年に早稲田大学法学
部卒業後、日本銀行に入行。2012年青森支店
長、14年大阪支店副支店長、17年金融機構局上
席考査役を経て、18年6月より現職。

宮下　俊郎
日本銀行 福岡支店長
みや した とし ろう

県別にみた訪日外国人延べ宿泊者数

失業率

経済活動の現状と見通し
賃金カーブの推移 一般・所定内給与の変化率
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西日本支店長会

関西OB会

石　坂　芳　人

上　野　至　大

奥　田　昭　一

押　部　隆　利

久　米　穂　高

髙江洲　文　雄

田　中　勝　也

田　原　　　浩

玉　村　知　史

長谷川　隆　一

松　崎　公　一

丸　市　佳　永

渡　津　弘　己

柴　田　建　哉

大久保　昭　彦 

中　満　　　昭

添　田　弘　幸

西　山　健　郎

松　本　隆　義

氏　　名 現職会社名

㈱リジェンド・エンジニアリング

TOTO㈱

富士電機㈱

㈱ミライト・テクノロジーズ

㈱東芝

NDS㈱

㈱竹中工務店 大阪本店

鹿島建設㈱

三和シャッター工業㈱

㈱鴻池組

西日本新聞社

西日本新聞社

西日本新聞社 大阪支社

西日本新聞社 大阪支社

西日本新聞社

西日本新聞社

副支社長

会長

取締役

上席執行役員関西支社長

常務理事関西支社長

相談役

執行役員西日本管理本部統括

理事関西支社長

代表取締役社長

専務執行役員

専務執行役員関西支店長

中部・関西ビル建材事業部長

取締役専務執行役員大阪本店長

代表取締役社長

取締役 営業本部長

支社長

メディアビジネス部次長

西日本会事務局長

西日本政経懇話会事務局長

西日本電信電話㈱ 福岡支店

住友電設㈱ 九州支店

TOTO㈱ 九州支社

富士電機㈱ 九州支社

西日本電信電話㈱

㈱東芝 九州支社

西日本電信電話㈱

㈱竹中工務店 九州支店

鹿島建設㈱ 九州支店

㈱鴻池組 九州支店

H25.10～H30.3

H4.7～H6.6

H9.1～H14.1

H23.4～H26.3

H20.7～H25.3

H14.5～H18.5

H27.1～H27.6

H27.4～H30.3

H24.6～H27.6

H23.3～H28.2

H23.4～H27.3

H21.4～H28.3

H24.4～H26.9

役　　職 現役会員時社名 在職期間

西日本支店長会 関西OB会  出席者

アズビル㈱
ビルシステムカンパニー九州支店

アズビル㈱
ビルシステムカンパニー関西支社

NPO法人
『ママの働き方応援隊』

日本コンクリート工業㈱
大阪支店

日本コンクリート工業㈱
福岡支店

三和シャッター工業㈱
九州広域ブロック

　
「
西
日
本
支
店
長
会
関
西
Ｏ
Ｂ
会
」が

２
月
20
日（
水
）、大
阪
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参

加
者
は
Ｏ
Ｂ
会
員
13
人
、新
聞
社
か
ら
６

人
の
19
人
で
し
た
。１
年
ぶ
り
に
再
会
す

る
方
や
、今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も

い
て
、会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

最
初
に
事
務
局
か
ら
、現
役
会
員
数
が

過
去
最
多
の
２
６
１
社
に
な
り
活
発
に
活

動
し
て
い
る
こ
と
や
、昨
年
10
月
に
本
会

を
設
立
し
て
40
年
を
迎
え
、記
念
祝
賀
特

別
例
会
を
開
催
し
た
こ
と
等
、今
年
度
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、会
を
代
表
し
て
、押
部
隆
利

会
長（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
上
席
執
行
役
員
関
西

支
社
長
）の
挨
拶
。Ｇ
20
の
開
催
等
、関
西

で
の
近
況
な
ど
を
紹
介
、そ
し
て
自
身
の

東
京
へ
の
異
動
に
よ
り
、Ｏ
Ｂ
会
の
会
長

を
北
川
聡
一
氏（
現
役
時
：
神
戸
製
鋼
所

＊
当
日
欠
席
）に
継
い
で
い
た
だ
く
と
話

し
ま
し
た
。

　

続
け
て
、新
聞
社
よ
り
柴
田
建
哉
社
長

が
挨
拶
。福
岡
・
九
州
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

を
披
露
し
た
後
、押
部
会
長
へ
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、竹
中
工
務
店 

専
務
執
行
役

員 

長
谷
川 

隆
一
氏
の
乾
杯
の
発
声
で
、

会
は
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
り
ま
し
た
。

　

暫
く
の
歓
談
後
、恒
例
の
参
加
者
に
よ

る
近
況
報
告
で
す
。各
人
、関
西
で
の
仕

事
や
福
岡
時
代
の
思
い
出
な
ど
を
、ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
披
露
。会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

近
況
報
告
の
終
了
後
は
お
楽
し
み
抽

選
会
。賞
品
は
、福
岡
の
秋
の
風
物
詩
、筥

崎
宮
の
放
生
会
で
人
気
の
お
は
じ
き
と

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
。抽
選
箱
の
引
き
手
は
、新

聞
社
の
中
満
大
阪
支
社
長
。大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
恒
例
の「
博
多
祝
い
唄
」３
番

と
博
多
手
一
本
。「
博
多
祝
い
唄
」１
番

は
押
部
氏
、２
番
は
髙
江
洲
氏
、３
番

は
新
聞
社 

大
久
保
営
業
本
部
長
。そ

し
て
最
後
の
お
役
目
、押
部
会
長
が
博

多
手
一
本
を
入
れ
て
、見
事
に
締
め
ま

し
た
。

西日本支店長会 関西OB会
会長が北川聡一氏（現役時：神戸製鋼所）に



宮入 慶之助

宮入通り
（福岡市）

　九州大学医学部の寄生虫学教室の前は

「宮入通り」と名付けられ、顕彰碑には業績が

書かれている。「1913年、世界に先駆けて日本

住血吸虫の感染を媒介する淡水貝を発見、防

圧対策の糸口が出来た」と讃えている。

宮入先生学勲碑
（鳥栖市曽根崎町）

　ミヤイリガイの発見地・鳥栖市曽根崎町の

国道3号線沿いにある基里運動広場に「宮入

先生学勲碑」が建っている。長く日本住血吸虫

に苦しめられてき

た佐賀県民が宮

入教授への感謝

の気持ちを込め、

鍋島佐賀県知事

名で建立した。も

とは基里小学校

の校庭で、かつて

筑後川支流に流

れ込む溝渠があ

り、ここでミヤイリ

ガイを発見した。

910

九州人が、一直線に奔る。
目的のため、がむしゃらに奔走する。
時代を超え、壁を破り、走り抜いた人びと
その軌跡を辿る。

31

巻
き
貝
が
中
間
宿
主

　

カ
ワ
ニ
ナ
、タ
ニ
シ
な
ど
淡
水
に

す
む
生
物
が
片
っ
端
か
ら
調
べ
ら
れ

た
が「
無
罪
」で
あ
っ
た
。九
州
帝
国

大
学
、宮
入
慶
之
助
教
授
は
研
究

生
・
鈴
木
稔
を
伴
っ
て
、筑
後
川
本

流
や
支
流
の
宝
満
川
な
ど
を
根
気

よ
く
調
べ
歩
い
た
。そ
ん
な
中
、住
民

か
ら「
有
毒
溝
渠
」と
呼
ば
れ
る
水

路
が
あ
る
と
聞
き
込
ん
だ
。現
在
の

鳥
栖
市
酒
井
西
町
に
そ
れ
は
あ
り
、

早
速
、調
査
に
入
っ
た
。そ
こ
で
全
く

新
し
い
種
の
貝
、１
㌢
足
ら
ず
の
巻

き
貝
の
生
息
を
大
量
に
発
見
、顕
微

鏡
で
見
る
と
寄
生
虫
の
卵
か
ら
か

え
っ
た
ミ
ラ
シ
ジ
ウ
ム
が
こ
の
貝
の

体
内
に
入
り
成
長
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。幼
虫
セ
ル
カ
リ
ア
は
巻
き

貝
の
栄
養
を
食
べ
、成
長
し
、貝
か

ら
出
て
、人
体
に
と
り
つ
く
こ
と
が

分
か
っ
た
。１
９
１
３（
大
正
２
）年
９

月
の
事
だ
っ
た
。

　

こ
の
巻
き
貝
を
撲
滅
さ
せ
れ
ば
、

寄
生
虫
は
絶
滅
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
大
発
見
だ
っ
た
。巻
き
貝
は
発

見
者
の
名
を
取
っ
て
ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ

と
命
名
さ
れ
た
。全
国
的
な
撲
滅
運

動
が
展
開
さ
れ
、撲
滅
に
力
を
尽
く

し
た
。中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

で
は
、こ
の
寄
生
虫
は
現
在
も
人
々

を
苦
し
め
て
い
る
。１
９
８
３（
昭
和

58
）年
以
降
、ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
は
発

見
さ
れ
ず
、筑
後
川
に
安
全
宣
言
が

出
さ
れ
た
の
は
１
９
９
０（
平
成
２
）

年
だ
っ
た
。そ
の
業
績
を
た
た
え
る

顕
彰
碑
が
九
州
大
学
病
院
に
建
て

ら
れ
た
。

中
国
に
指
導
に
赴
く

　

日
本
の
成
果
を
見
て
、撲
滅
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
の
は
中
国
の

周
恩
来
首
相
だ
っ
た
。揚
子
江
沿
岸

は
住
血
吸
虫
に
感
染
し
た
お
び
た

だ
し
い
患
者
が
存
在
し
て
い
た
か
ら

だ
。「
撲
滅
の
道
を
日
本
に
学
び
た

い
」。そ
の
真
摯
な
願
い
に
応
え
て
、

多
く
の
医
師
が
中
国
に
指
導
に
赴
い

た
。現
在
も
、中
国
を
含
む
ア
ジ
ア

や
、ア
フ
リ
カ
で
ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
の

撲
滅
の
戦
い
は
続
い
て
い
る
。

＝
敬
称
略（
久
保
平
）

日
本
住
血
吸
虫
の
撲
滅
に
貢
献

ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
を
発
見
し
、患
者
を
救
う

　

日
本
住
血
吸
虫
の
中
間
宿
主
・
ミ

ヤ
イ
リ
ガ
イ
の
発
見
者
で
、そ
の
撲

滅
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
宮
入
慶

之
助
は
、福
岡
、佐
賀
両
県
の
筑
後

川
沿
い
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
、命

の
恩
人
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
。こ
の
寄
生
虫
病
の
撲
滅
だ

け
で
は
な
い
。現
在
、約
２
５
０
万
人

に
も
膨
れ
上
が
っ
た
福
岡
都
市
圏

や
鳥
栖
市
を
含
む
久
留
米
広
域
圏

の
形
成
に
も
、筑
後
川
の
筑
後
大
堰

か
ら
の
安
全
な
導
水
を
可
能
と
し

た
、と
い
う
意
味
で「
九
州
を
創
っ
た

人
」で
も
あ
る
。

死
に
至
る
寄
生
虫
病

　

日
本
住
血
吸
虫
病
は
、恐
ろ
し
い

寄
生
虫
病
だ
っ
た
。水
田
や
川
に
入

っ
た
人
間
の
皮
膚
か
ら
体
内
に
入

り（
経
皮
感
染
）、肝
臓
な
ど
内
臓
を

痛
め
、力
士
の
よ
う
に
腹
が
膨
れ
上

が
り
、太
鼓
腹
に
な
っ
て
死
に
至
る
。

福
岡
、佐
賀
の
筑
後
川
沿
岸
だ
け
で

な
く
、山
梨
県
・
甲
府
地
方
、広
島

県
・
福
山
地
方
を
中
心
に
多
発
し

た
。古
く
は
甲
州
・
武
田
の
軍
法
書

「
甲
陽
軍
鑑
」に
記
載
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、中
国
で
は
紀
元
前
の
古
文
書

に
も
こ
の
病
気
の
発
生
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、撲
滅
方
法
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。こ
の
寄
生
虫
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
が
解
明
で
き
な
か
っ
た
た

め
だ
。人
体
に
入
っ
た
こ
の
寄
生
虫

は
さ
ま
ざ
ま
な
病
状
を
引
き
起
こ

し
な
が
ら
肝
臓
か
ら
門
脈
に
移
動

し
、こ
こ
で
成
虫
と
な
り
、交
尾
、産

卵
。卵
は
糞
と
共
に
体
外
に
排
泄
さ

れ
る
。糞
尿
は
田
畑
に
肥
料
と
し
て

ま
か
れ
、卵
は
か
え
り
、ミ
ラ
シ
ジ

ウ
ム
、さ
ら
に
セ
ル
カ
リ
ア
と
呼
ば

れ
る
幼
虫
と
な
り
、「
終
の
棲
家
」と

な
る
宿
主（
人
間
な
ど
動
物
）を
探

し
、皮
膚
か
ら
体
内
に
入
る
。し
か

し
、人
間
に
と
り
つ
く
幼
虫
に
な
る

ま
で
の
中
間
宿
主
が
分
か
ら
な
い
。

こ
の
寄
生
虫
が
成
長
す
る「
仮
の

宿
」を
探
し
出
す
事
が
、撲
滅
の
鍵

と
な
る
。

宮入 慶之助（1865～1946）
みや いり けい の すけ

九州帝国大学教授

お詫びと訂正
前号（1月、No.442）「九州人奔る」の11頁、版籍奉還、廃藩置県から2019（平成31）年は150年となる。と記されてありますが、
廃藩置県からは148年です。12頁の1869（明治4）年は、1869（明治2）年です。お詫びして訂正いたします。

つ
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